
件数 割合

9 100.0%

9 100.0%

9 100.0%

1 11.1%

0 0.0%

9 -

※その他：1~2歳児クラスの職員も研修を受け、IB PYPの要素を取り入れたプログラムを展開しています。

※2025年12月1日時点での人数を御記入ください。

※例を参照の上、年齢を含めて御記入をお願いいたします。

回答
校数

未回答
校数

平均
人数

合計
人数

9
(100.0%)

0
(0.0%)

61 550

9
(100.0%)

0
(0.0%)

64 573

9
(100.0%)

0
(0.0%)

63 563

5
(55.6%)

4
(44.4%)

148 738

国際バカロレア・幼稚園／初等教育プログラム（IBPYP）の
実施状況に関する基礎調査

9回答数

問１．〔IBPYPの実施形態〕IBPYPをどの年齢で実施していますか。あてはまる番号すべてに○をつけて
ください。

選択肢

回答数

1. ３歳児

2. ４歳児

3. ５歳児

4. その他

未回答

問２．〔IBPYP園児数〕貴園のIBPYPの園児数を教えてください。

設問

５歳児

その他

４歳児

３歳児

100.0%

100.0%

100.0%

11.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

550 

573 

563 

738 

0 200 400 600 800
合計人数 （名）
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※2025年12月1日時点での人数を御記入ください。

回答
校数

未回答
校数

平均
人数

合計
人数

9
(100.0%)

0
(0.0%)

40 358

9
(100.0%)

0
(0.0%)

22 196

回答
校数

未回答
校数

平均
人数

合計
人数

9
(100.0%)

0
(0.0%)

22 196

(3)
9

(100.0%)
0

(0.0%)
6 52

(4)
9

(100.0%)
0

(0.0%)
1 6

(2) IBPYP担当教員数

(2)
の
う
ち

問３．〔IBPYP担当教員〕貴園のIBPYPを担当する教員について教えてください。

※「(2) IBPYP担当教員数」の欄には、カリキュラム作成及び運営に携わる管理職・教員等の総数を御記入ください（非常勤を含む）。図書館司書、養護教諭
等も会議への参加や単元の作成に関わっている場合は含めてください。
※「(4) IB教員資格（IBEC）」とは、大学・大学院のIB教員養成コース等を修了し、IB機構から認定された資格を指します。通常3日間で実施されるIBワーク
ショップの修了証とは異なります。

2024年度に国際バカロレア機構
（IBO）によるワークショップを受
講した教員数

IB教員資格（IBEC: IB educator
certificate）を取得している教員
数

設問

設問

(2) IBPYP担当教員数

(1) 全教員数
※管理職、図書館司書、養護教諭、非常勤教員等も含む。

358 

196 

0 100 200 300 400

合計人数 （名）

196 

52 

6 

0 50 100 150 200 250

合計人数 （名）
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■教員数の傾向

合計
人数

全体の教員数 358

PYP教員数 196

全体のPYP教員比率 54.7%

合計
人数

PYP教員数 196

IBOワークショップを受講した教員数 52

IBOワークショップを受講した教員比率 26.5%

合計
人数

PYP教員数 196

IB教員資格取得教員数 6

IB教員資格取得教員比率 3.1%

54.7%

45.3%

PYP教員率

非PYP教員率

26.5%

73.5%

IBOワークショップ

受講教員率

IBOワークショップ

未受講教員率

3.1%

96.9%

IB教員資格

取得教員率

IB教員資格

未取得教員率

3



■全教員数とIBPYP教員数

人数

全教員数の平均値 40

PYP教員数の平均 22

PYP教員比率の中央値 53.7%

PYP教員比率の標準偏差 25.3%

■IBPYP教員数

問３（2）．IBPYP担当教員数
回答
校数

割合

0 0.0%

1 11.1%

5 55.6%

1 11.1%

2 22.2%

0 0.0%

9 100.0%合計

21－30人

31人以上

未回答

0人

1－10人

11－20人

1

5

1

2

0

1

2

3

4

5

6

1－10人 11－20人 21－30人 31人以上

（校数）
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■IBのワークショップを受講教員数

回答
校数

割合

4 44.4%

3 33.3%

0 0.0%

0 0.0%

2 22.2%

0 0.0%

9 100.0%

■IBEC取得教員数

回答
校数

割合

7 77.8%

1 11.1%

1 11.1%

0 0.0%

9 100.0%

合計

問３（3）．（2）のうち、2024年度に国際バカロレア機構
（IBO）によるワークショップを受講した教員数

未回答

合計

5人

0人

1人

問３（4）．（2）のうち、IB教員資格（IBEC: IB educator
certificate）を取得している教員数

11－15人

16以上

未回答

0人

1－5人

6－10人

4

3

2

0

1

2

3

4

5

0人 1－5人 16以上

7

1 1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0人 1人 5人

（校数）

（校数）
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※2024年度に卒園した園児の状況を御記入ください。

※初等教育プログラム（PYP）については、系列校や他校であることを問いません。

回答
校数

未回答
校数

平均
人数

合計
人数

9
(100.0%)

0
(0.0%)

83 743

(2)
9

(100.0%)
0

(0.0%)
11 97

合計
人数

PYPを卒園した園児数 743

小学校のPYPへ進んだ園児数 97

PYP小学校進学比率 13.1%

小学校の初等教育プログラム
（PYP）へ進んだ園児数

問４．〔IBPYP生の卒園後のプログラム〕貴園のIBPYP生の卒園後のプログラム選択について教えてくだ
さい。

設問

(1) IBPYPを履修して卒園した園児数 743 

97 

0 200 400 600 800

合計人数 （名）

13.1%

86.9%

PYP小学校

進学比率

PYP小学校

非進学比率
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※「1」の場合、小学６年生以降のMYPの実施の有無について補足欄に御記入ください。

件数 割合

1 8.3%

9 75.0%

2 16.7%

0 0.0%

12 100.0%

※2025年12月1日時点での人数を御記入ください。

※例を参照の上、学年を含めて御記入をお願いいたします。

回答
校数

未回答
校数

平均
人数

合計
人数

12
(100.0%)

0
(0.0%)

51 614

12
(100.0%)

0
(0.0%)

48 578

12
(100.0%)

0
(0.0%)

52 625

12
(100.0%)

0
(0.0%)

56 668

11
(91.7%)

1
(8.3%)

50 545

11
(91.7%)

1
(8.3%)

40 441

1. 小学１年生から小学５年生まで

2. 小学１年生から小学６年生まで

未回答

合計

3. その他

国際バカロレア・小学校／初等教育プログラム（IBPYP）の
実施状況に関する基礎調査

12回答数

問１．〔IBPYPの実施形態〕IBPYPをどの学年で実施していますか。もっともあてはまる番号に○をつ
けてください。

選択肢

問２．〔IBPYP児童数〕貴校のIBPYPの児童数を教えてください。

設問

１年生

６年生

５年生

３年生

４年生

２年生

8.3%

75.0%

16.7%

0.0%

1. 小学１年生から

小学５年生まで

2. 小学１年生から

小学６年生まで

3. その他

未回答

614 

578 

625 

668 

545 

441 

0 200 400 600 800
合計人数 （名）

1



※2025年12月1日時点での人数を御記入ください。

回答
校数

未回答
校数

平均
人数

合計
人数

12
(100.0%)

0
(0.0%)

30 356

12
(100.0%)

0
(0.0%)

25 302

回答
校数

未回答
校数

平均
人数

合計
人数

12
(100.0%)

0
(0.0%)

25 302

(3)
12

(100.0%)
0

(0.0%)
6 71

(4)
12

(100.0%)
0

(0.0%)
1 12

※「(2) IBPYP担当教員数」の欄には、カリキュラム作成及び運営に携わる管理職・教員等の総数を御記入ください（非常勤を含む）。図書館司書、養護
教諭等も会議への参加や単元の作成に関わっている場合は含めてください。

(2) IBPYP担当教員数

設問

問３．〔IBPYP担当教員〕貴校のIBPYPを担当する教員について教えてください。

(1) 全教員数
※管理職、図書館司書、養護教諭、非常勤教員等も含む。

※「(4) IB教員資格（IBEC）」とは、大学・大学院のIB教員養成コース等を修了し、IB機構から認定された資格を指します。通常3日間で実施されるIBワー
クショップの修了証とは異なります。

設問

(2) IBPYP担当教員数

(2)
の
う
ち

2024年度に国際バカロレア機構
（IBO）によるワークショップを受
講した教員数

IB教員資格（IBEC: IB educator
certificate）を取得している教員
数

356 

302 

0 100 200 300 400
合計人数 （名）

302 

71 

12 

0 100 200 300 400

合計人数 （名）

2



■教員数の傾向

合計
人数

全体の教員数 356

PYP教員数 302

全体のPYP教員比率 84.8%

合計
人数

PYP教員数 302

IBOワークショップを受講した教員数 71

IBOワークショップを受講した教員比率 23.5%

合計
人数

PYP教員数 302

IB教員資格取得教員数 12

IB教員資格取得教員比率 4.0%

84.8%

15.2%

PYP教員率

非PYP教員率

23.5%

76.5%

IBOワークショップ

受講教員率

IBOワークショップ

未受講教員率

4.0%

96.0%

IB教員資格

取得教員率

IB教員資格

未取得教員率

3



■全教員数とIBPYP教員数

人数

全教員数の平均値 30

PYP教員数の平均 25

PYP教員比率の中央値 83.6%

PYP教員比率の標準偏差 11.5%

■IBPYP教員数

問３（2）．IBPYP担当教員数
回答
校数

割合

0 0.0%

1 8.3%

2 16.7%

7 58.3%

2 16.7%

0 0.0%

12 100.0%

0人

1－10人

11－20人

21－30人

31人以上

未回答

合計

1

2

7

2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1－10人 11－20人 21－30人 31人以上

（校数）

4



■IBのワークショップを受講教員数

回答
校数

割合

4 33.3%

4 33.3%

2 16.7%

1 8.3%

1 8.3%

0 0.0%

12 100.0%

■IBEC取得教員数

回答
校数

割合

8 66.7%

2 16.7%

2 16.7%

0 0.0%

12 100.0%

未回答

合計

4人

未回答

合計

問３（4）．（2）のうち、IB教員資格（IBEC: IB educator
certificate）を取得している教員数

0人

2人

0人

1－5人

6－10人

11－15人

16以上

問３（3）．（2）のうち、2024年度に国際バカロレア機構
（IBO）によるワークショップを受講した教員数

4 4

2

1 1

0

1

2

3

4

5

0人 1－5人 6－10人 11－15人 16以上

8

2 2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0人 2人 4人

（校数）

（校数）

5



※2024年度に卒業した児童の状況を御記入ください（小学５年生でPYPを修了している場合 も、卒業学年の状況をお答えください）。

※中等教育プログラム（MYP）については、系列校や他校であることを問いません。

回答
校数

未回答
校数

平均人数 合計人数

12
(100.0%)

0
(0.0%)

76 912

(2)
12

(100.0%)
0

(0.0%)
26 314

合計
人数

PYPを修了した児童数 912

MYPへ進んだ児童数 314

MYP進学比率 34.4%

中等教育プログラム（MYP）へ進
んだ児童数

問４．〔IBPYP生の修了後のプログラム〕貴校のIBPYP生の修了後のプログラム選択について教えて
ください。

(1) IBPYPを修了した児童数

設問

912 

314 

0 500 1,000

合計人数 （名）

34.4%

65.6%

MYP 進学比率

MYP 非進学比率
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問１．〔IBPYPの実施形態〕IBPYPをどの学年で実施していますか。もっともあてはまる番号に○をつ
けてください。

補足：

6~10年生でMYPを実施しています。
MYPの実施無し。ただし類似のグローバルプログラムを実施。DPに接続している。
小学校１年生から小学校４年生
幼稚園　年少〜小学校6年生

問５．貴校におけるIBPYPの実施状況について、補足や追加情報があれば御記入ください。

記述内容

2025年度1月に調査訪問、9月に再認定された。

各学年1～2クラス、インターナショナルスクール出身や帰国子女のお子さんを対象とした「英語探究クラス」を設置しています。

教科横断的に他学年の内容も盛り込んだ探究ユニットを構成し、独自の探究カリキュラム（POI）を作成しています（プログラム特例校
認定）
特にありません。
認定５年目を迎え令和８年１月に確認訪問を終えました。

福島県南相馬市教育委員会から、市内の小学校で取り入れたいということで、そのモデル校として研修視察を受け、現地で本校の研
究主任が市内の保護者むけに講演を行った。今年度中に、数校が研修視察に訪れた。私立一条校でのIB認定校は、本校は全国で5
校目で、現在も実践を毎年更新しているところです。

問６．日本におけるIBPYPの現状や展望に関して御意見等ございましたら、自由に御記入ください。

記述内容

学習指導要領が大胆に変わらない限り、大きな広がりは見られないと思う。

学習指導要領とPYPとは、教育の目指しているものは共通している部分が多いが、初等教育への考え方の違いがあり、完全な共存は
難しいのではないかと考える。例えば、PYPは探究単元（UOI)による探究プログラム（POI）がすべてのベースにするという考え方である
が、日本では教科学習が基礎基本としたベースになっている。また、日本では現在、専科制を進めていく方向性であるが、PYPでは教
科の枠をこえた探究の学びが求められるので、専科ではなく、学級担任が学習を進めていくことが推奨されている。日本の教育はPYP
から、教科の枠をこえた学びなど、学ぶべきところが多くあると思うが、一方で日本がこれまで大切にしている教科教育を基礎基本とし
て系統的に積み上げていく学習も成果があり、守っていくことも大事であろう。IB側も、日本のそういった教育事情を理解して、認定を出
していってほしいし、日本側もIBを導入しようとしている学校に対して、柔軟に認めていくことが求められていくのではないか。そういった
中で、次期学習指導要領の改定にむけて、「教育課程の柔軟化の動き」があることは、我が国の中でPYPが広がっていく事に対して追
い風になる方向性であるとは思う。ただ、まだ時数や内容の制限があるので、さらなる柔軟化が必要であると考える。

学習指導要領の内容が次の改訂で探究をベースとした学びにシフトされてきています。本校も、教科の枠を超えた探究をしっかりと実
践できるよう、引き続き努力してまいりたいと存じます。

国内での教員不足の実態は本校でも否めない。日本人及び外国人教員が長く本校に定着することで、IBPYP実践がより豊かになって
いくものと思われる。教員が入れ替わるたびに、共通理解から始まる現状は、今後の展望にやや不安の残るところである。

自治体におけるIB PYPの導入がさらに進み、幼稚園・保育園〜小学校への教育プログラムとしての強い連続性が作られるようになれ
ば良いなと考えている。

全国的に教員不足や働き方改革により、教員の業務の精選や重点化が言われている中で、学級担任以外の教員（加配）の配置が困
難である。IB教育を継続的に実践していくためには、人員の確保が必要であることを強く感じている。
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